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港
新
聞
０
３
１
５
０
８

８
面

尚

藤

藤

尚

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 日曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

●
サ
ン
ト
リ
ー

シ
ア

タ
ー

３

フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
９

七
月
十
二
日

ま
で
開
催
中
。
選よ

り
す
ぐ
り
短

編
を
一
挙
上
映
。

ダ
イ
ナ

ソ
ー

パ
タ
ゴ
ニ
ア
・
巨

大
恐
竜
の
謎

ブ
ル
ー

オ
ア
シ
ス

神
秘
の
海
へ

ポ
ケ
モ
ン
３

ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー

ミ
ュ
ウ
を
探
せ
！

ポ
ケ
モ
ン
３

ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
２

ピ
カ
チ
ュ
ウ
の
海

底
大
冒
険

。
三
月
三
十
一
日

ま
で

、
四
月
一
日

五
月

十
日
は

、
五
月
十
二

日

七
月
十
二
日
は

を
交

互
上
映
。毎
週
月
曜
日
休
館（
三

月
三
十
日
、四
月
六
日
、二
十
七

日
、五
月
四
日
、二
十
五
日
、
六

月
一
日

七
月
六
日
の
全
月
曜

日
は
開
館
）。当
日
高
校
生
以
上

五
百
円
、
三
歳

中
学
生
三
百

円
（
五
月
五
日
の
こ
ど
も
の
日

は
三
歳

中
学
生
無
料
）。地
下

鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五
分
。

六
五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館
に
新
展
示

品

旧
交
通
博
物
館
（
平
成
十

八
年
閉
館
）
の
貴
重
な
資
料
が

本
館
第
七
室

航
空
・
船
・
自

動
車
の
あ
ゆ
み
に
追
加
。自
転

車
に
人
力
車
を
付
け
た

輪り
ん

タ

ク（
実
物
）

写
真
、原
付
の
元

ダ
イ
ナ
ソ
ー

の
一
場

面

祖
と
も
い
え
る

ジ
ュ
ピ
タ
ー

バ
イ
ク
ス
タ
ー
（
実
物
）
、日

本
で
造
ら
れ
た
戦
後
最
初
の
ジ

ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

１

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン（
実
物
）

等
約
三
十
点
。
十

十
七
時
入

館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
し
翌
火
曜
休
館
）。高
校

生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学

生
百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館
の
催
し

図
書

展
示
あ
な
た
に
こ
の
本
を
！

展

昨
年
出
版
さ
れ
た
本
の
中

か
ら
大
阪
市
図
書
館
司
書
が
薦す

す

め
る
本
を
紹
介
、
貸
出
。
三
月

二
十
九
日
ま
で
開
催
中

ミ
ニ

絵
本
展

雑
誌

こ
の
絵
本
が

好
き
！

に
紹
介
さ
れ
た
絵
本

を
展
示
。
三
月
二
十
九
日
ま
で

絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
中

天
文
の
本

展

今
年
の

世

界
天
文
年

に
因ち

な

ん
だ
図
書
を

展
示
。
四
月
一
日
か
ら
。

六

五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

第

回
オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西
を
中
心
に
活
躍
す
る
若

手
・
中
堅
芸
人
に
よ
る
誰
で
も

気
軽
に
楽
し
め
る
定
例
寄
席
。

出
演
はし

笑ょ
う

福ふ
く

亭て
い

学が
っ

光こ
う

（
上
方
落

語
家
）
、き

旭ょ
く

堂ど
う

南な
ん

麟り
ん

（
上
方
講

談
師
）
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
毎
回

多
彩
な
顔
ぶ
れ
。
三
月
二
十
五

日
（
水
）
十
九
時

二
十
時
半
。

当
日
先
着
百
二
十
人
。
入
場
無

料
。
六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

お
寺
の
ス
ケ
ッ
チ
展

三
月

十
四

二
十
四
日
（
二
十
一
、

二
十
二
日
臨
休
）

桜
・
咲
く

展

三
月
二
十
九
日

四
月
七

日
。開
館
は
十
一

十
八
時（
火

曜
十
六
時
ま
で
）
、
水
曜
定
休
。

入
館
無
料
。
弁
天
四

一
一

四（
ピ
ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六
五
九
九

七
九
七
七
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
第

回
定
期
演
奏
会

オ
ペ
ラ
へ
の
深
い
造そ

う

詣け
い

か
ら

ワ
ー
グ
ナ
ー
作
品
を
積
極
的
に

日
本
楽
壇
へ
紹
介
し
て
き
た
同

フ
ィ
ル
常
任
指
揮
者
・
飯い

い

守も
り

泰た
い

次じ

郎ろ
う

写
真

が
、
楽
劇

ト

リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ

よ
り

前
奏
曲
と
愛
の
死

、
そ
し

て
楽
劇

ワ
ル
キ
ュ
ー
レ

第

一
幕
（
演
奏
会
形
式
、
原
語
で

字
幕
付
き
）
を
情
熱
の
タ
ク
ト

で
。
関
西
二
期
会
の
名
手
（
ソ

プ
ラ
ノ
畑
田
弘
美
、
テ
ノ
ー
ル

竹
田
昌
弘
、
バ
リ
ト
ン
木き

川か
わ

田だ

澄き
よ

）し

が
知
と
情
を
合
わ
せ
備
え

た
歌
唱
で
飯
守
の
タ
ク
ト
に
応

え
る
。
三
月
二
十
七
日
（
金
）

十
九
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
（

福
島
）
で
。

十
八
時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ

レ
ト
ー
ク
。

六
千
円
、

五

千
円
、

四
千
円
、
学
生
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

う
た
と
朗
読

に
よ
る

茶
色
の
朝

戦

争
へ
と
向
か
う
統
制
社
会
を
風

刺
し
た
実
験
的
舞
台
。
市
岡
在

住
の
社
会
派
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

・
松
浦
由
美
子
さ
ん

写
真

の
歌
を
中
心
に
朗
読
や
ピ
ア

ノ
、チ
ェ
ロ
演
奏
な
ど
で
構
成
。

第
二
部
で
は
松
浦
さ
ん
が

さ

と
う
き
び
畑

一
本
の
鉛
筆

な
ど
を
歌
う
。
三
月
二
十
二
日

（
日
）
十
四
時
か
ら
兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

（
阪
急
西
宮
北
口
駅
す
ぐ
）
で
。

一
般
三
千
円
。

六
七
六
七

〇
〇
一
二
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
。

●
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る

運
動

貧
困
・
紛
争
な
ど
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
ア
フ

リ
カ
の
人
々
に
毛
布
を
贈
り
、

生
き
て
い
く
力
を

と
始
ま
っ

た
運
動
。
一
九
八
四
年
以
来
三

百
数
十
万
枚
の
毛
布
が
二
十
以

上
の
国
々
に
。
参
加
方
法
は

毛
布
＋
海
外
輸
送
協
力
金
（
九

百
円
）

海
外
輸
送
協
力
金
の

み

の
二
通
り
。
ア
フ
リ
カ
協

会
、り

立っ
し

正ょ
う

佼こ
う

成せ
い

会か
い

等
か
ら
成
る

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る
運

動
推
進
委
員
会
（

）

が
主
催
。
外
務
省
、
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
駐
日
事
務
所
等
が

後
援
。

事
務
局
自
動

音
声
案
内
〇
五
七
〇

〇
六
四

四
〇
八
。
詳
細
は
会
員
の
大

江
さ
ん
（

〇
九
〇

二
三
八

一

一
六
三
一
、
夕
凪
）
ま
で
。

●
ス
テ
ム
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

海

岸
通
建た

て

物も
の

物
語
４

建
物
と

そ
の
歴
史
を
愉た

の

し
む
恒
例
の
写

真
展
。
今
年
は
天
保
山
の
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
な
ど
色
々
な
赤
レ
ン

ガ

写
真

に
出
会
え
る
。
商

船
三
井
築
港
ビ
ル
一
階

ス
テ

ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
海
岸
通
一

五

二
五
、
地
下
鉄
大
阪
港

駅

出
口
歩
五
分
）
で
四
月
一

日

五
月
十
五
日
（
日
祝
と
四

月
二
十
五
日
、
五
月
二
、
九
日

の
各
土
曜
休
廊
）
。
入
場
無
料
。

関
連
企
画

針
穴
の
赤
レ

ン
ガ
に
会
い
に
行
こ
う

写
真

展

四
月
十
八
日
ま
で
同
ビ
ル

二
階

ぬ
き
え
も
ん

で

ま

ち
か
ど
の
近
代
建
築

写
真
展

四
月
十
七
日
ま
で
隣
の
天
満

屋
ビ
ル
二
階
ハ

ハ

ハ

で
。
講
演
等
の
特
別
企
画
（
要

予
約
、
参
加
料
千
円
）
も
予
定
。

六
五
九
九

二
八
七
七
、

●
白
猫

尾お

長な
が

腹
た
ぶ
り
十
歳

牝め
す

二
月
半
失し

っ

踪そ
う

情
報
求

〇
八

〇
三
七
六
三
五
一
六
四
セ
ツ

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
中
高
年
基
礎
英
語

午
前

（
月
四
回
）四
千
円
、
午
前（
第

二
四
）二
千
円
。
入
会
金
無
。

弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
。

六
六
一
四

三
二
九
九
和
田

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て
二
十
日
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー

シ
ア

タ
ー

３

フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
９
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
五
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
三
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第

回
定
期

演
奏
会

（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
を
ペ
ア
一
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

上

海
１
９
３
０
（
六
面
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
三
組
に
。

●
藤
か
ほ
り
新
曲

男
の

夢

人
生
荒
野

（
七
面
に

案
内
）
を
五
名
様
に
。

）（
磯
路
）

）（
磯
路
）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

上

今
月
は
、
大
阪
大
空
襲
を
生

き
延
び
、
戦
後
は
工
場
労
働
者

と
し
て
日
本
の
復
興
を
支
え
、

現
在
は

み
な
と

の

一
員
と
し
て
平
和
と
福
祉
の
た

め
に
活
動
し
て
お
ら
れ
る
岩
崎

一
郎
さ
ん

（
磯
路
二
）
の

体
験
談
を
掲
載
し
ま
す
。
こ
れ

は
二
〇
〇
一
年
夏
に
南
市
岡
で

開
催
さ
れ
た

第
一
回
大
空
襲

の
体
験
を
語
る
集
い

（

み
な
と
主
催
）
で
語
ら
れ
た

も
の
を
、
本
人
の
確
認
を
得
て

再
構
成
し
た
も
の
で
す
。

◇

私
は
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
二
月
、
滋
賀
県
長
浜
市
の
養よ

う

蚕き
ん

農
家
に
、
四
人
兄き

ょ

妹う
だ

のい

第
一

子
（
長
男
）
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
が
七
歳
（
尋じ

ん

常じ
ょ

小う

学

校
一
年
生
）
の
頃
、
不
況
で
家

業
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
一

家
で
上
阪
。
備び

ん

後ご
ち

町ょ
う

か
ら
西
成

区
天て

ん

下が

茶ち
ゃ

屋や

に
移
り
ま
し
た
。

父
は
日
中
戦
争
に
出
征
。
帰
還

し
てみ

湊な
と

町ま
ち

の
日
本
通
運
に
勤
め

た
あ
と
、
地
域
でと

隣な
り

組ぐ
み

の
防
空

主
任
や
在ざ

い

郷ご
う

軍
人
会
の
世
話
役

な
ど
に
就つ

い
て
い
ま
し
た

◆
頻
繁
空
襲
で
心
身
疲
労

昭
和
二
十
年
。
ア
メ
リ
カ
と

の
戦
争
は
い
よ
い
よ
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
私

は
十
六
歳
。
学
徒
動
員
で
泉
佐

野
方
面
ま
で
出
向
い
て
は
、
防

空
壕ご

う

づ
く
り
な
ど
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
母
（
当
時
四
十
前
）

は
鼻は

な

緒お

づ
く
り
の
内
職
で
生
計

を
助
け
、
妹
三
人
は
生
ま
れ
故

郷
に
近
い
伊い

吹ぶ
き

山や
ま

の
麓ふ

も

へと

疎そ

開か
い

し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
天

下
茶
屋
の
家
に
は
父
母
と
私
の

三
人
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
に
、

は
単
機

か
僅
か
の
機
数
で
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
飛
ん

で
き
て
は
、
私
た
ち
を
脅お

び

かや

し

ま
し
た
。

あ
あ
、
ま
た
空
襲

や

ま
た
か

と
い
う
調
子

で
、
心
身
共
に
疲
れ
切
っ
て
い

ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
か
ら
は
陸
軍

の
中
部
軍
司
令
官
が
、

敵
機

がし

潮お
の

岬み
さ

方き

面
か
ら
侵
入

と
か

大
阪
湾
か
ら
侵
入

と
か
の

情
報
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
家

の
中
は

灯
火
管
制

と
い
っ

て
、
夜
は
裸は

だ

電か

球
の
傘
に
黒
い

布
を
か
ぶ
せ
て
光
が
外
に
漏も

れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

◆

今
日
は
危
な
い
ぞ

そ
ん
な
中
で
迎
え
た
三
月
十

三
日
の
深
夜
十
二
時
前
。
空
襲

警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
け
た
た
ま

し
く
鳴
り
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
か

ら
は

大
阪
湾
か
ら
、
た
だ
い

ま
大
阪
湾
か
ら
、

が
大
編

隊
で
、
ま
も
な
く
大
阪
に
侵
入

し
ま
す

。
今
ま
で
聞
い
た
こ

と
の
な
い
調
子
で
し
た
。
途
端

に
物も

の

凄す
ご

い
爆
音
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
グ
ォ
ー
ッ
と
い
う
、
ち
ょ

っ
と
経
験
し
た
者
で
な
い
と
分

か
ら
な
い
、
何
と
も
言
え
な
い

不
気
味
な
金
属
音
で
し
た
。

そ
れ
ま
で

は
、
一
万

八
千

位
の
高
度
で
偵
察
飛
行

な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

度
の
爆
音
は
そ
の
時
と
は
全
然

違
い
ま
し
た
。
今
日
は
一
郎
、

危
な
い
ぞ
。
絶
対
そ
ば
を
離
れ

る
な

。
親
父
（
当
時
四
十
代

後
半
）
が
言
い
ま
し
た
。

◆
隣
組
の
防
空
壕
へ
退
避

当
時
は
一
軒
一
軒
が
防
空
壕

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
況

の
悪
化
を
見
て
、
そ
の
頃
に
は

親
父
の
判
断
で
近
く
の
広
場
に

隣
組
全
体
の
防
空
壕
（
広
さ
は

教
室
の
倍
ほ
ど
）
が
造
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
親
父
は
ま
ず
母
を

含
む
隣
組
の
人
た
ち
全
員
を
、

そ
の
大
き
な
防
空
壕
に
退
避
さ

せ
ま
し
た
。
外
に
は
父
と
私
と

隣
組
の
組
長
さ
ん
の
三
人
が
残

り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
日
本
の
高
射
砲
陣

地
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
パ
ァ
ー

ッ
と
上
空
を
照
ら
し
ま
し
た
。

見
上
げ
た
私
の
目
に
入
っ
た
の

は
、
ま
る
で

化ば

け
物

で
し

た
。

の
大
編
隊
（
翌
日
の

軍
の
発
表
で
は

九
十
機

で

し
た
が
、
実
際
に
は
二
百
七
十

四
機
で
し
た
）
が
、
恐
ろ
し
く

低
い
高
度
（
二

三
千

く
ら

い
に
見
え
ま
し
た
）
を
飛
ん
で

い
る
の
で
す
。
こ
ん
な
物
凄
い

光
景
を
見
た
の
は
生
ま
れ
て
初

め
て
で
し
た
。

（
つ
づ
く
）


